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岡
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ま
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道 程
松本一郎著作集

著者のライフワークである二・二六事件
及び軍の法規に関する主要な論考を収録

「伊達裁判長の思い出」「砂川事件余話」「幼年学校の

教育」「古沢先生という人」「愚直の人」など貴重な

エピソードを綴った珠玉のエッセイも合わせて所収！
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こ
の
世
に
生
れ
出
て
か
ら
、
八
三
年
が
経
っ
た
。
あ
り
が
た
い
こ
と
に
、
ま
だ
生
き
延
び
て
い
る
。

思
え
ば
、
遥
か
な
る
道
の
り
で
あ
っ
た
。
今
は
亡
き
父
母
、
弟
妹
、
旧
友
た
ち
の
顔
が
、
次
々
と
現
れ
て
は
ま
た
消
え
て

い
く
。
間
も
な
く
私
も
、
そ
の
仲
間
に
入
る
。
い
の
ち
の
、
何
と
は
か
な
い
こ
と
か
。

　

本
書
の
タ
イ
ト
ル
は
、
私
の
尊
敬
す
る
詩
人
高
村
光
太
郎
の
詩
「
道
程
」
か
ら
拝
借
し
た
。

　
　

僕
の
前
に
道
は
な
い

　
　

僕
の
後
ろ
に
道
は
出
来
る

　

し
か
し
、
私
の
足
取
り
は
、
光
太
郎
の
よ
う
に
毅
然
と
し
た
も
の
で
は
な
い
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
の
歌
っ
た
「
長
く
、
曲
り

く
ね
っ
た
道
」
を
さ
ま
よ
い
歩
い
て
、
よ
う
や
く
こ
こ
ま
で
来
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
、
私
の
や
り
た
い
こ
と
、

私
に
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
や
り
終
え
た
の
で
、
も
は
や
思
い
残
す
こ
と
は
な
い
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
に
綴
っ
た
由
な
し
ご
と
を
ま
と
め
て
、
本
書
と
し
た
。
第
一
部
は
エ
ッ
セ
イ
一
般
、
第
二
部
は

二
・
二
六
事
件
関
係
論
考
、
そ
し
て
第
三
部
は
、
私
の
編
纂
に
係
る
法
規
集
・
判
例
集
等
に
付
記
し
た
解
説
文
で
あ
る
。

な
お
、「
魔
王
と
呼
ば
れ
た
男
」「
西
田
税
暗
殺
未
遂
事
件
」「
安
藤
大
尉
の
生
と
死
」
は
、
拙
書
『
二
・
二
六
事
件
裁
判
の

研
究
』（
一
九
九
九
年
・
緑
蔭
書
房
）
に
収
録
し
て
い
る
。
エ
ッ
セ
イ
の
多
く
は
、「
熊
本
陸
軍
幼
年
学
校
第
四
八
期
訓
育

班
便
り
」
と
し
て
、
私
が
編
集
・
発
行
し
た
『
野
武
士
』
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、「
古
沢
先
生
と
い
う
人
」

「
砂
川
事
件
余
話
」
は
、
今
回
新
た
に
書
き
下
ろ
し
た
。
前
者
の
執
筆
に
当
た
っ
て
は
、
古
沢
先
生
の

長
女
淑
子
さ
ん
（
現
姓
石
橋
）
か
ら
種
々
ご
教
示
に
預
か
っ
た
。『
野
武
士
』
の
編
集
は
、
苦
労
も
あ

っ
た
が
、
私
の
楽
し
み
で
も
あ
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
（
平
成
一
二
年
）
一
一
月
に
創
刊
し
、
二
〇
一
一

年
（
平
成
二
三
年
）
一
二
月
の
第
二
九
号
を
も
っ
て
最
終
号
と
し
た
。
そ
の
全
号
は
、
国
会
図
書
館
と

靖
国
偕
行
文
庫
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。�

砂
川
事
件

伊
達
秋
雄
裁
判
長


